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2  実験方法 
 
2.1 水の pH を変化させた場合のシリカ溶解量 
100mL ポリプロピレン製容器にイオン交換水
100mL 入れ pH を調整した．pH は 1～13 の範囲で
１刻みに調整した．pH6 は酸，アルカリを添加せず
そのまま，pH1~5 は HCl，pH7~13 は NaOH により
pH 調整を行った．pH 調整後，各試験水に非晶質










1L テフロンビーカーに 500mL ずつ入れ，その後，
pH を調整した． pH は 2，6，8，12 の 4 水準とし
た．pH6 は無調整，pH2 は HCl，pH8，12 には
























*2  TOTO㈱ 
図１ シリカスケール形成の概念図 ; (a) 水滴か





























(1)，(2)の SiO2 濃度 x は 0，20，50，100 の 4 水準
とした．なお，溶液(1)の x=0 はイオン交換水，溶
液(2)の x=0 は塩化物イオン単味水となる．SiO2 は
非晶質二酸化ケイ素(関東化学(株)製，純度>99.9%)
を既報の方法(5)でイオン交換水中に溶解させた．所









3  実験結果及び考察 
 
3.1 シリカ溶解量と pH との関係 
図２に各 pH におけるシリカ濃度を示す．実験直





量は増加し，60 日後において pH1 から pH8 まで
は約 50ppm を示し，pH13 では 1008ppm を示し
た．もともとのシリカの添加量が 100mL イオン交




 図３に pH2，6，8，12 の試験水の各蒸発量にお
けるシリカ濃度を示す．中塗りがモノマーシリカ濃
度，白抜きが重合したシリカ濃度を示し，その和が




























3.3 銅板上に形成したシリカスケールの FT-IR 分 
析結果 
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2.3 に示す溶液(2)に 3，14，60 日間浸漬した試料表








されたものと推察される．  図 5(b),(c),(d)は，図
5(a)の 20ppmCl-溶液に SiO2 がそれぞれ 20，50，
100ppm 入った溶液である．これら溶液に 14 日間浸





では，14 日浸漬試料で見られていた 600cm-1 のピー







3.3 銅板上に形成したシリカスケールの SEM 観察



























100ppmSiO2 溶液に 14 日間浸漬した試料表面の
EPMA 分析を行った．その結果を図７に示す．図７
より粒状スケールの箇所では，Cu の検出が弱く，





酸素 O との結合が検出された事実とも矛盾しない． 
図８に 20ppmCl-溶液ならびに 50ppmSiO2+20ppmCl- 
溶液に 60 日間浸漬した試料表面の SEM 観察結果を
示す．20ppmCl-溶液に浸漬した銅板表面には，きれ
いなファセット面を持つ大きさ数 µm の角張ったス































の FT-IR スペクトル 
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シリカスケール SEM 観察結果 
図７ 100ppm シリカ水中に 14 日間浸漬した銅
板上のシリカスケール EPMA 分析結果 
図８ 20ppmCl-溶液ならびに 50ppmSiO2+-
20ppmCl-溶液に 60 日間浸漬した銅板表面の 
SEM 観察結果 
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